
2017年3⽉期 上期決算の概要について説明いたします。
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上期決算の総括です。

売上⾼は前年同期⽐5％減の2,451億円となりました。為替の影響を除くと、⽇本および海
外の全ての地域で増収、⼼臓⾎管カンパニーの売上⾼も⼆桁伸⻑となり、全社では5％の
増収となりました。

営業利益は、為替の影響を吸収し、前年同期⽐1％増の394億円となりました。為替の影
響を除くと11％の増益、また、上期業績予想355億円に対しても11％上回る結果となりま
した カテ テルを中⼼とした⾼収益品の売上拡⼤に加え テルモカ ディオバスキュラ システした。カテーテルを中⼼とした⾼収益品の売上拡⼤に加え、テルモカーディオバスキュラーシステ
ムズ社（以下TCVS）のアナーバー⼯場における品質システム改善コスト減などが寄与しま
した。

経常利益は、為替差損を66億円計上したことにより、前年同期⽐14％減となりました。⼀
⽅、外貨建て債権の圧縮により、第2四半期の為替差損は第1四半期に⽐べて減少しまし
た。次のページで詳しく説明いたします。

純利益は、為替差損に加えて前年同期に本社（渋⾕区幡ヶ⾕）の⼟地売却益44億円
を計上した影響により、前年同期⽐24％減となりました。これらの影響を除くと、ほぼ前年同
期並みの⽔準です。
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為替差損の発⽣を抑制するため、第1四半期より外貨建て債権の圧縮を実施しています。
その結果、第1四半期の為替差損は55億円でしたが、第2四半期は11億円に減少しまし
た。

なお、第2四半期に発⽣した⽶ドルでの差損の内、７億円はSequent Medical買収に伴
う送⾦時に⽣じた差損です。したがって、第2四半期の実質的な差損は4億円です。

⽶国の新⼤統領就任に伴い、今後も為替変動リスクが想定されますが、影響を抑制できる
⾒込みです⾒込みです。
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営業利益の増減分析です。

第1四半期から、概ね基調は変わっておりません。最⼤の増益要因は、売上増による粗利益
の増加でプラス90億円でした。

コストダウン等による粗利益改善効果は、プラス40億円でしたが、内第1四半期がプラス39
億円でしたので、第2四半期があまり増えていないように⾒えます。その理由を説明いたしま
す。
2015年度は 第1四半期から第2四半期にかけて ⽇本でのUltimaster販売開始に備え2015年度は、第1四半期から第2四半期にかけて、⽇本でのUltimaster販売開始に備え
て⽣産量を増やしたため、プラスの原価差異が15億円増えています。この影響により、2016
年度の第2四半期は前年同期⽐での改善額が縮⼩しています。また、愛鷹⼯場、⼭⼝⼯
場での増産対応に伴うエンジニアの増員、⽶国⼯場におけるワーニングレター対応等もコスト
増要因となっています。加えて、事業ミックスの改善効果の定義を⼀部⾒直した結果、コスト
ダウン等による粗利益改善効果が4億円減る⼀⽅、事業ミックスの改善効果が4億円増えた
ことも影響しています。

カテーテル、ニューロバスキュラー事業の販売投資増等はマイナス45億円となりました。両事
業では、⽶国を中⼼に営業⼈員の採⽤に加えて、医師に技術的な説明やトレーニング等を
⾏うフィールドクリニカルの⼈員を増やしています。これらの費⽤増を含め、⼼臓⾎管カンパニー
全体で約35億円のマイナスです。その他、⾦利低下に伴う⽇本での年⾦コスト増、事業税
の増加により約10億円のマイナスです。
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カンパニー別の営業利益の増減分析です。

⼼臓⾎管カンパニーは、粗利益の増加により、全社の利益増に⼤きく貢献しました。

ホスピタルカンパニーは、第1四半期が粗利益で１億円のマイナスでしたが、上期はプラス3億
円となりました。⽇本でポンプや輸液ライン等、⾼収益品の売上が伸⻑していることに加え、ア
ジアや中南⽶での値上げなどが寄与しました。

⾎液システムカンパニーは 第1四半期は粗利益の減少と販管費の増加で計24億円のマイ⾎液システムカンパニ は、第1四半期は粗利益の減少と販管費の増加で計24億円のマイ
ナスでしたが、第2四半期は計4億円とマイナス幅が改善しました。販売管理費の増加は、第
1四半期に、顧客向けの開発費が⼀時的に増えたことが主な要因です。
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地域別の売上⾼です。

為替の影響を除くと全地域で増収となりました。

欧州では、為替の影響を除くと前年同期⽐5％増となりました。カテーテルやニューロバスキュ
ラー事業が好調を維持しました。基盤医療器事業は、低収益事業の縮⼩により為替の影響
を除くベースで減収となりましたが、強化を図っているグローバルD&D事業ではB2Bビジネスが
堅調に推移し、増収となりました。

⽶州では、為替の影響を除くと5％増となりました。カテーテル事業の売上は⼆桁伸⻑となり
ましたが、⾎液システムカンパニーは、前年度下期における⽶国⾎液センター向け新価格適
⽤の影響により、減収となりました。
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カンパニー別の売上⾼です。

為替の影響を除くと、⼼臓⾎管カンパニーは前年同期⽐10％増、ホスピタルカンパニーは
横這い、⾎液システムカンパニーは1％減でした。

⾎液システムカンパニーの業績は、2015年度第4四半期から2016年度第1四半期が底と
⾒ていましたが、想定通り、第2四半期の売上⾼は第1四半期⽐で7％増となりました。
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⼼臓⾎管カンパニーの売上⾼は、最も⼤きく為替の影響を受け、前年同期⽐3％減となりま
した。為替の影響を除くと10％増です。

事業利益は、第1四半期から基調は変わらず、為替の影響をカバーして⼆桁伸⻑となりまし
たが、ミサゴのリコールおよびSequent Medical買収に伴う費⽤増で計13億円のマイナスの
影響がありました。
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ホスピタルカンパニーの売上⾼は、前年同期⽐3％減、為替の影響を除くとほぼ前年と同⽔
準となりました。海外では欧州・中南⽶の低収益事業の縮⼩、⽇本では薬価改定及び
2015年度第3四半期の造影剤の代理販売終了に伴うマイナスの影響がありました。

事業利益率は、第1四半期から第2四半期にかけて1ポイント改善し、緩やかな改善基調と
なりました。
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⾎液システムカンパニーの売上⾼は、前年同期⽐14％減、為替の影響を除くと1％減でし
た。

第1四半期と第2四半期を⽐較すると、売上⾼は為替の影響を除くと7%増、事業利益率
も、第1四半期の12％から、第2四半期は17％へと⼤きく改善しています。売上の増加に加
えて、第1四半期に⼀時的に増加した開発費が、第2四半期には元の⽔準に戻ったことも事
業利益率の改善に寄与しています。
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第2四半期の主なトピックスです。
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2016年度の製品パイプラインです。開発およびローンチは順調に進捗しています。
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業績予想の修正について説明いたします。

今回、下期想定レートをドル105円、ユーロ115円に、通期想定レートを1ドル110円、1
ユーロ125円から、1ドル105円、1ユーロ116円へと⾒直しました。また、上期での為替差損、
通期でのSequent Medical買収に伴う影響を考慮し、経常利益、純利益をそれぞれマイ
ナス60億円、マイナス50億円修正しました。売上⾼、営業利益には変更ありません。

下期の業績のポイントは３点です。第⼀に、海外のカテーテル事業が好調という基本的トレ
ンドは変わらないと⾒ています 第⼆に ⽌⾎デバイス等の買収が成⽴した場合の⼀時的なンドは変わらないと⾒ています。第⼆に、⽌⾎デバイス等の買収が成⽴した場合の⼀時的な
利益への影響は、現時点では計算できないため、営業利益の予想値には含めておりません。
⼀⽅、売上⾼については、為替によるマイナスの影響が⾒込まれますが、本買収が年度内に
成⽴した場合、売上が増える可能性もあるため、予想値を変更しておりません。第三に、経
常利益以下は、年度末の為替レートの変動により変わる可能性があります。

なお、本⽇決議しました中間配当⾦及び期末配当⾦の予想額には変更ございません。
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最後に会計基準の変更について説明いたします。

2018年3⽉期決算よりIFRSを適⽤することを決定しました。当社の競合は欧⽶企業が多
いため、会計基準をグローバルスタンダードに変更することで、財務情報の国際的な⽐較が容
易になります。また、これまでは、テルモ本体と海外⼦会社で会計基準が異なる場合がありま
したが、今後はテルモグループで基準を統⼀することで、経営管理とガバナンスの強化を図りま
す。

IFRS適⽤に伴い ⽇本基準で毎年実施していたのれん償却がなくなり 営業利益の押し上IFRS適⽤に伴い、⽇本基準で毎年実施していたのれん償却がなくなり、営業利益の押し上
げ要因となります。ご参考までに、前年度ののれん償却額は約110億円でした。

以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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